
【取組内容①】 学校と家庭をつなぐコネクト学習の学びを活かした授業づくり

西米良村立西米良中学校（宮崎県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-２

１人１台端末（持ち帰り端末）を効果的に活用したコネクト学習により学校と家庭をつなぎ、確実に学
んだことを定着させ、児童生徒が主体的・協働的に学び合うことができる授業

【考えをもつ・問いを解決する段階】

【問いをつかむ段階】

【まとめる・確かめる・振り返る段階】

いろいろな連立方程式の解き方を、
３種類の問題の中から１題を選択
させ、予習として取り組ませた。
（コネクト学習予習型）

ジグソー法を用いて、同じ問題
を解いた生徒同士で、答えや解
き方の確認をさせた。
お互いの解き方を確認しなが
ら、どの解き方が分かりやすい
か、どのような説明が相手に理
解してもらえるかを意識させた。

コネクト学習のねらい
【１人１台端末（持ち帰り端末）の効果的活用】

①  学びに連続性をもたせる
②  時間を効率的に使う
③  主体性を高め、確実な学び
につなげる

 ３つのコース（海コース：自分で黙々と、陸
コース：友だちと協力しながら、山コース：先
生と一緒に）に分けて、練習問題に取り組ま
せた。苦手な生徒も友だちと話し合いながら
問題を解こうと励む姿が見られた。

連立方程式
（中学２年）

※家庭学習での課題


